
第 1 回 会場
人

年 月 日 （ 金 ） ZOOM

人

１，ハローワークより現在の情勢説明

２，今年度の活動計画・昨年度活動報告／県就労部会活動計画　

３，就労支援機関資源表について

４，就労選択支援（仮）について

５，グループワーク

　　１，ハローワークより現状の情勢報告

　　２，今年度の活動計画について

   （１)就業支援部会

  （２）長野県自立支援協議会就労支援部会

　 ３，就労支援機関資源表について

　 ４，就労選択支援（仮）について

　５，グループワーク
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就業支援部会

 令和 ５年度　　上伊那圏域地域自立支援協議会議事録

宮田村民会館
　４・５研修室
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　障がい者雇用に取り組む企業と就労支援機関の連携強化と就労支援力向上や就職後の
職場定着の向上に取り組む。
　
　具体的には、就労支援事業所における作業の切り出し等の支援方法や、就労継続支援B
型事業所から一般就労へ繋がった好事例を発表・協議を行う。
　国が創設する「就労選択支援（仮）」に備え、ワーキンググループにて動向の確認と圏域内
の取り組みを検討する。

　　圏域内の情報共有、就労支援力向上研修、県警機関との連携強化に取り組む。
　　就労アセスメント分科会を設置し、新制度の創設に備えた協議を行う。
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　障がい者の多様な就労ニーズに対する支援と障害者雇用の質の向上を行うために新たな
サービス（就労選択支援）が創設される。作業場面等を活用した就労アセスメントを取って事
業者等と連絡調整を行うと発表されているが、まだ具体的な内容については明確になってい
ない。　新しい情報が入り次第部会で報告する。

　事務局より資源表の内容と活用についてとアンケート結果について説明した。毎年更新し
高等学校へ配布する

  今回就業支援部会の感想日頃の就労支援で困っていること部会で検討して欲しいこと等を
テーマにグループワークを行った。
WEB　3グループ　　会場　５グループ　　に分かれて実施。

グループワークでは各々のグループで活発な意見が出て、参加意識が上がった。

9月21日（木）１３：３０～　　作業の切り出し等の支援方法について
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